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さくら 散る 春の 夕 の うすぐもの 涙と な 

りて 落つ る 心地に (晶子) 

冬に なって 来て 川沿いの 家に いる 人 は 心細い 思い を 

する ことが 多く、 気の 落ち着く こと もない 日の 続く の 

を、 源氏 も 見 かねて、 

「これで はた まらないだろう、 私の 言つ ている 近い 家 

へ 引っ越す 決心 をなさい」 

と 勧める ので あつたが、 「宿 変へ て 待つ にも 見えず 

なり ぬれば つらき 所の 多く も あるかな」 という 歌の よ 



点で 不安が つたり はしないで おおきなさい。 あの人 は 

私の 所へ 来て ずいぶん 長くなる の だが、 こんな かわい 

ぜんさい ぐう 

い 者ので きないの を 寂しがつ てね、 前 斎宮な ど は 幾つ 

も 年が 違って いない 方 だけれ ど、 娘と して 世話 をす る 

ことに 楽しみ を 見いだ している ような わけ だから、 ま 

し て y J んな 無邪気な 人に は ど れ ほど 深い 愛 を 持 つかし 

れ ない、 と 私が 思う ことので きる 人です よ」 

源氏 は 紫の 女王の 善良 さ を 語った。 それ はほんとう 

であるに 違いない、 昔 は どこへ 源氏の 愛 は 落ち着く も 

うわさ いなか 

のか 想像 もで きないと いう 噂が 田舎にまで 聞こえた 

ものであった 源氏の 多情な、 恋愛 生活が 清算され て、 



に 乗る こと を 勧める のが 悲しかった。 

末 遠き 二葉の 松に 引き 分かれい つか 木 高き かげ を 

見る ベ き 

とよく も 言われな いままで 非常に 明 石 は 泣いた。 こ 

んな こと も 想像して いた ことで ある、 心苦しい こと を 

たんそく 

する， ，- とに な つたと 源氏 は 歎息した。 

お そ たけく ま 

「生 ひ 初めし 根 も 深ければ 武隈の 松に 小 松の 千代 を 

並べん 



立ち止ま つ て 源氏 は 哀れに わが 子 を ながめて いたが、 

なだめながら、 「明日 か ヘリ こん」 (桜 人 その 船と どめ 

島つ 田 を 十 町 作れる 見て 帰り こんや、 そよ や 明日 帰リ 

こんや) と 口ずさんで 縁側へ 出て 行く の を、 女王 は 中 

から 渡 殿の 口へ 先 まわり を させて、 中将と いう 女房に 

言わせた。 

をち かたび と せな 

船と むる 遠方 人の なくば こそ 明日 帰り こん 夫と ま 

ち 見め 

物 馴れた 調子で 歌い かけた ので ある。 源氏 ははな や 



身分から 常識的に 想像 すれば、 ありうべ くもない こと 

と 思う であろうが、 それ も 世間と 相 いれない 偏狭な 親 

の 性格な どが 禍 いして いる だけで、 家柄な ど は 決し 

て 悪く はない ので あるから、 かく あるの が 自然で ある 

とも 源氏 は 思って いた。 逢って いる 時が 短くて、 すぐ 

に 帰 邸 を 思わねば ならぬ こと を 苦しが つ て、 「夢の わ 

たりの 浮き橋 か」 (うち 渡し つ つ 物 を こそ 思 へ ) と 源氏 

は 歎 かれて、 十 三絃の 出て いたの を 引き寄せ、 明 石の 

秋の 深夜に 聞いた 上手な 琵琶の 音 もお もい 出される の 

で、 自身 は それ を 弾きながら、 女に も ぜひ 弾けと 勧め 

た。 明 石 は 少し 合わせて 弾いた。 なぜこう まで りっぱ 



あると も 思 召した。 帝が 夢にも 源氏との 重い 関係 を) J 

存じで ない こと だけ を女院 はおいた わしく お思いに 

なって、 これが この 世に 心の 残る ことのよ うな 気があ 

そばされ た。 

源氏 は 一 廷臣と して 太 政 大臣に 続いて また 女院 のす 

なげ 

でに 危篤 状態に なって おいでに なること は 歎 かわしい 

としていた。 人知れぬ 心の中で は 無限の 悲しみ をして 

いて、 あらゆる 神仏に 頼んで 宫 のお 命 をと どめようと 

している ので ある。 もう 長い間 禁制の 言葉と してお さ 

えていた 初恋 以来の 心 を 告げる ことが、 この 際になる 

まで 果たしえない こと を 源氏 は 非常に 悲しい ことで あ 



ると 思った。 源氏 は 伺候して 女 院の御 寝室の 境に 立つ 

さ ちょ-つ 

た 几帳の 前で 御 容体な ど を 女房た ちに 聞いて みると、 

一 J く 親しくお 仕えす る 人 たちだ けが そこに はいて、 く 

わしく 話して くれた。 

「もうず つと 前から お 悪い の を 我慢 あそばして 仏様の 

お勤め を 少しもお 休みに なりませんでした のが、 積も 

リ 積もって どっとお 悪く おなり あそばし たので ござい 

こ-つじ 

ます。 このごろ では 柑子 類す らもお 口にお 触れに なリ 

ません から、 御 衰弱が 進む ばかりで、 御 心配 申し上げ 

るよう な 御 容体に おなり あそばしました」 

と 歎く のであった。 



になった。 御両親の 御 遺産、 官 から 年々 定まって 支給 

せられる 物の 中から、 実質的な 慈善と 僧家への 寄付 を 

あそばされた。 であった から 僧の 片端に すぎない ほど 

の 者まで も 御 恩恵に 浴して いた こと を 思 つ て 崩御 を悲 

しんだ。 世の中の 人 は 皆女院 をお 惜しみして 泣いた。 

ま つ くろ 

殿上の 人 も 皆 真黒な 喪服 姿に な つ て 寂しい 春で あ つ た。 

源氏 は 二 条の院 の 庭の 桜 を 見ても、 故院の 花の 宴の 

ちゅうぐう 

日の ことが 思われ、 当時の 中宮が 思われた。 「今年ば 

かリ は」 (墨染めに 咲け) と 口ずさまれる のであった。 

ねんず 

人が 不審 を 起こす であろう こと を はばか つ て、 念誦 堂 

に 引き こもって 終日 源氏 は 泣いて いた。 はなやかに 春 



になり ました 女院 様へ の 御 奉公になる ことと 思います 

から」 

と 言いながら 夜 居の 僧と して 帝に 侍して いた。 静か 

な 夜明けに だれもお そばに 人が いず、 いた 人 は 皆 退出 

せき 

してし まった 時であった。 僧都 は 昔風に 咳払い をし な 

がら、 世の中のお 話 を 申し上げ ていたが、 その 続きに、 

「まことに 申し上げに くいこと で ございまして、 か 

え つ て そのこと が 罪 を作リ ますこと になる かもしれ ま 

ちゆ-つちよ 

せんから、 躊躇 はいたされ ますが、 陛下が ご存じに な 

ら ないで は 相当な 大きな 罪 をお 得になる ことで ござい 

ますから、 天の 目の 恐ろし さ を 思いまして、 私 は 苦し 



な 難儀に なりましても 後悔な どはいた しません。 仏様 

からこ の 告白 はお 勧め を 受け て する ことで ございます _ 

陛下が お妊まれに なりました 時から、 故宫 はたい へん 

な 御 心配 をなさい まして、 私に 御 委託 あそばした ある 

さと ラ 

祈禱 がご ざいました。 くわしい こと は 世捨て人の 私に 

おと ど 

想像が できませんで ございました。 大臣が 一 時 失脚 を 

あ 

なさい まして 難儀に お逢いに なりました ころ 宫の御 恐 

怖 は 非常な もので ございまして、 重ねて またお 祈り を 

おと ど 

私へ 仰せつ けにな リ ました。 大臣が それ をお 聞きに な 

ります と、 また 御自身の ほうから も 同じ 御 祈禱を さら 

に 増して する ようにと 御 下命が ございまして、 それ は 



マ J と は 支那に も) ございました。 ここに もあった ので ご 

ざいます。 まして 老人た ちの 天命が 終わって 亡くなつ 

おおみ こころ 

てまい ります こと は大御 心に おかけ あそばす ことで は 

ございません」 

などと 源氏 は 言って、 譲位の こと を 仰せられた 帝 を 

お 謝め していた。 問題が 間 題で あるから むずかしい 文 

字 は 省略す る。 

りゅうがん 

じみな 黒い 喪服 姿の 源氏の 顔と 竜顔 と は 常よりも 

なおい つ そうよく 似て ほとんど 同じ ものの ように 見え 

た。 帝 も 以前から 鏡に うつる お 顔で 源氏に 似た こと は 

知って おいでにな るので あるが、 僧都の 話 をお 聞きに 



と を 尋ねた く 思 召した が、 今にな つ て 女院が 秘密 を秘 

密 とする y J とに 苦心され た こと を、 自分が 知 つたこと 

は命婦 にも 思われたくない、 ただ 大臣に だけ ほのめか 

して、 歴史の 上に こうした 例が あると いう こと を 聞き 

たいと 思 召される ので あつたが、 そうした お 話 を あそ 

ばす 機会が お見つかりに ならない ためにい よいよ 御 学 

問に 没頭 あそばされて、 いろいろの 書物 を 御覧に なつ 

たが、 支那に はそう した 事実が 公然 認められ ている 天 

子 も、 隠れた 事実と して 伝記に 書かれて ある 天子 も 多 

かった が、 この 国の 書物から はさら にこれ にあた る 例 

を 御 発見 あそばす こと はでき なかった。 皇子の 源氏に 



も 皆よ ろしい ように 思われます けれど、 そのうち でも 

怪しい と 申します 夕べ (いっとても 恋しから ず は あら 

ね ども 秋の 夕べ は 怪し かりけ り) は 私の ために も 亡く 

なりました 母の 思い出される 時に な つ ておりまして、 

特別な 気が いたします」 

じリ かれん 

お 言葉尻の しどけ なくな つ てし まう 様子な どの 可憐 

さに、 源氏 は 思わず 規を 越した 言葉 を 口に 出した。 

「君 もさ は 哀れ を か はせ 人知れず わが 身に しむる 秋 

の 夕風 



こうしょう 

「そんなに 私が 不愉快な ものに 思われます か、 高尚 

きじょ 

な 貴女 はそんな にして お見せになる もので はあり ませ 

んょ。 ではもう あんなお 話 はよ しまし ようね。 これ か 

ら私 をお 憎みに な つ てはいけ ません よ」 

と 言って 源氏 は 立ち去った。 しめ やかな 源氏の 衣服 

の 香の 座敷に 残って いる こと すら を宫は 情けなく お 思 

こ-つし し 

いに なった。 女房た ちが 出て 来て 格子な ど を 閉めた あ 

とで、 

「このお 敷き 物の 移り香の 結構です こと、 どうして あ 

の 方 はこん なにす ベての よい もの を 備えて おいでにな 

るので しょう。 柳の 枝に 桜 を 咲かせた というの は あの 



方ね。 どんな 前生 をお 持ちになる 方でしょう」 

などと 言い合つ ていた。 

西の 対に 帰った 源氏 はすぐ にも 寝室 へ はいらずに 物 

思わし いふうで 庭 を ながめながら、 端の 座敷に からだ 

と 1 つろう 

を 横たえて いた。 燈籠を 少し 遠くへ 掛けさせ、 女房た 

ち を そばに 置いて 話 を させな どして いるので あつ た。 

思って はならぬ 人が 恋しくな つて、 悲しみに 胸の ふさ 

がるよう な 癖が まだ 自分に は 残って いるので ないかと、 

源氏 は 自身の ことなが らも 思われた。 これ はまった く 

似合わし からぬ 恋で ある、 おそろしい 罪で ある こと は 

これ 以上で あるか もしれ ぬが 若き 日の 過失 は、 思慮の 



あなたの 春が 好きな ことに も 私 は 喜び を 感じる。 季節 

季節 の 草木 だ けで でも 気に入った 享楽 を あなたが た に 

させたい。 いろいろの 仕事 を 多く 持って いて はそんな 

, J とも 望み ど おりに はで きな いから、 早く 出家が 遂げ 

たい ものの、 あなたの 寂しくなる ことが 思われて それ 

も 実現 難になります よ」 

などと 語って いた。 

大 井の 山荘の 人 もどう している かと 絶えず 源氏 は 思 

いやって いるが、 ますます 窮屈な 位置に 押し上げられ 

てし まった 今では、 通って 行く ことが 困難にば かり 

なった。 悲観的に 人生 を 見る ようになった 明 石 を、 源 
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